




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































巻‐号 年月日 発行人 編輯人 編集主幹 価格
1‐ 1 1895年 1月 1日 大橋新太郎 坪谷善四郎（水哉） 坪谷善四郎（水哉） 15銭
1‐ 7 1895年 7月 5日 岸上操（質軒）
2‐ 1 1896年 1月 5日
2‐ 7 1896年 7月 5日
3‐ 7 1897年 4月 5日 17銭
3‐11 1897年 6月 5日 高山林次郎（樗牛）
4‐ 1 1898年 1月 5日
5‐ 1 1899年 1月 5日
6‐ 1 1900年 1月 5日 25銭
7‐ 1 1901年 1月 5日 坪谷善四郎（水哉） 30銭
7‐ 9 1901年 8月 5日 岸上操（質軒）
8‐ 1 1902年 1月 5日
9‐ 1 1903年 1月 1日 鳥谷部銑太郎（春汀） 鳥谷部銑太郎（春汀） 鳥谷部銑太郎（春汀）
10‐ 1 1904年 1月 1日
11‐ 1 1905年 1月 1日
12‐ 1 1906年 1月 1日
13‐ 1 1907年 1月 1日
14‐16 1908年12月 1日
15‐ 1 1909年 1月 1日 浅田彦一（江村） 浅田彦一（江村） 浮田和民（2月号より）
16‐ 1 1910年 1月 1日
17‐ 1 1911年 1月 1日
18‐ 1 1912年 1月 1日
19‐ 1 1913年 1月 1日
20‐ 1 1914年 1月 1日
21‐ 1 1915年 1月 1日
22‐ 3 1916年 3月 1日 35銭
23‐ 5 1917年 5月 1日
23‐ 6 1917年 6月 1日 浅田彦一（江村）
24‐ 1 1918年 1月 1日 38銭
25‐ 1 1919年 1月 1日 45銭
26‐ 1 1920年 1月 1日 60銭
27‐ 1 1921年 1月 1日
28‐ 1 1922年 1月 1日
29‐11 1923年 9月 1日
29‐13 1923年11月 1日 ？
30‐ 1 1924年 1月 1日 長谷川誠也（天渓） 長谷川誠也（天渓） 長谷川誠也（天渓） 80銭
31‐ 1 1925年 1月 1日
32‐ 1 1926年 1月 1日
33‐ 4 1927年 4月 1日 平林初之輔
34‐ 2 1928年 2月 1日
（付録１） 『太陽』基礎データ表
版型 頁数・構成 発行頻度 備 考
四六倍判 本文204頁、英文8～12頁 月1回（5日）
菊判 本文272頁、英文ナシ、口絵写真16枚 月2回（5・20日） 年2回『太陽小説』発行
臨時増刊『奠都三十年祭』
臨時増刊『明治十二傑』
菊倍判 本文160頁、英文2頁、口絵写真16枚 月1回（5日）
四六倍判 本文240頁、英文5～6頁、口絵写真16枚 大町桂月入館（7月）文芸評論担当
記念号『海の日本』
本文280頁、英文24頁、口絵写真64枚 月1回（1日）
本文256頁、英文24頁、口絵写真8枚
本文頁数不定、英文24頁
定期増刊『明治名著集』
臨時増刊『新進二十五名家』
京大教授陣を執筆陣に
臨時増刊『戦争乎平和乎』
本文頁数不定、英文ナシ
『大正維新之風雲』『南進乎北進乎』
臨時増刊『御大礼記念号』
この年坪内南洋視察
この年創業30周年。臨時増刊『世界と日本』
大橋新太郎、旧編集部員の大半を駆逐
菊判
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＊鈴木貞美編『雑誌『太陽』と国民文化の形成』思文閣出版、2001年、坪谷善四郎『博文館五十年史』博文館、
1937年、鈴木正節『博文館『太陽』の研究』アジア経済研究所、1979年、鹿野正直「『太陽』――主として明治期
における」、『思想』450号、1961年12月、などから作成した。巻号の欄には、何らかの変化があった場合のみを掲
げてある。
284 ──和光大学総合文化研究所年報『東西南北』2007
①大橋佐平（1835‐1901年）：
越後生。1886年博文館開業、1894年内外通信社創業、1897年洋紙専門店の博進堂
（のち博進社）創業、1898年博文館印刷所（のち共同印刷）創業。
②大橋新太郎（1863－1944年）：
大橋佐平の三男。中村敬宇の同人社で学ぶ。1897年東京商業会議所議員、1926年貴
族院議員勅選。
③坪谷善四郎（水哉）（1862－1949年）：
新潟県生。1887年大橋佐平から依頼され東京専門学校在学中に博文館客員。1888年
博文館入社、東京専門学校政経科首席卒業、『市制町村制注釈』出版。1889年同行政
科も卒業。1895年『太陽』編輯人。1901年東京市会議員。1902年大橋図書館理事。
1914年牛込区会副議長。1917年衆議院議員に立候補し落選、大橋図書館長。1918年
博文館取締役、日本図書協会会長。1920年衆議院議員に立候補し落選。1921年牛込
区会議長。1935年大日本印刷監査役。
④岸上操（質軒）（1860－1907年）：
1876年栃木県師範学校卒業。1878年司法省学校入学、1883年病のため退校、大蔵省
に勤務の傍ら『江戸会誌』編輯。
⑤高山林次郎（樗牛）（1871－1901年）：
山形生。1888年二高入学。1893年同首席卒業、東京帝大哲学科入学。1894年『帝国
文学』創刊に関与。1895年7月『太陽』文芸欄記者。1896年帝大卒業、大学院入学。
9月二高教授、『太陽』辞し、大学院退学。1897年6月『太陽』編集主幹。1900年6月
文部省留学生に決定（喀血のため不能）。1901年3月東京帝大文科講師、日蓮研究開始。
⑥鳥谷部銑太郎（春汀）（1865－1908年）：
陸奥国三戸郡五戸町生。1879年青森専門学校農芸科入学。郷里の小学校教師を経て、
1888年東京専門学校英語本科入学、1890年同英語普通科、1891年同政治科卒業。島
田三郎に認められ、1892年毎日新聞社入社（社説担当）。1895年近衛篤麿の機関誌
『精神』（のち『明治評論』と改題）経営にあたり人物評論開始。1897年博文館入社。
1900年『報知新聞』入社。1901年「東邦協会」常議員。1902年博文館に戻る。
⑦浮田和民（1859－1946年）：
肥後生。1871年熊本洋学校入学。1876年同志社英学校入学。1879年卒業。1880年大
阪天満教会会頭。1886年同志社政法学校講師。1892年～1894年エール大学留学、
1894年に帰国、同志社大学教授（史学、政治学担当）。1897年東京専門学校に移る
（政治学、社会学、西洋史担当）。1908年文明協会編集長。1912年帰一協会幹事、1916
年大日本青年修養団評議員。1920～1921年欧米視察旅行。1941年早稲田大学退職。
（付録２） 関連人物略歴
⑧浅田彦一（江村）（1874－1936年）：
山口県生。1906年関西学院卒業。『京都新聞』『報知新聞』などを経て、鳥谷部春汀
の推薦で博文館入社。1911年「支那問題同志会」幹事。1913年中国・朝鮮視察。
1919年改造同盟参加。1923年博文館退社。
⑨長谷川誠也（天渓）（1876－1940年）：
越後生。1890年商工中学入学。伝道師を経て、1894年東京専門学校文学科入学。
1895年雑誌『有名』創刊。1897年卒業、坪内逍遥の推薦で博文館入社。田山花袋ら
とともに無理想・無解決を標榜する文学運動をリード。1910年出版事業研究のため
渡英。1912年帰国。1913年『文章世界』編輯発行人。早大英文科講師。1917年博文
館編輯部長。1918年博文館取締役。1921年文部省臨時国語調査委員。1927年編輯部
長辞任。1928年『太陽』廃刊、博文館退社。
⑩大町桂月（1869－1925年）：
土佐高知生。1879年上京、第一高等中学、帝国大学文科大学国文科に学ぶ。1895年
『帝国文学』創刊にあたり、編集委員の一人となる。1896年卒業。一時地方で教鞭を
とった後、1900年帰京、博文館入社。1905年頃に退社。1909～1918年頃まで富山房
の雑誌『学生』を主宰。
⑪平林初之輔（1892－1940年）：
京都府竹野郡深田村字黒部（弥栄町）に小地主の長男として生。1910年京都師範学
校入学。1913年早稲田大学英文科入学。1917年卒業。やまと新聞社入社するも争議
のために退社。1920年国際通信社に入社。青野季吉、佐野文夫、市川正一・義雄ら
とマルクス主義文献を研究。1921年青野ら4人とともに雑誌『無産階級』発行。1922
年『種蒔く人』同人。日本共産党に入党。1923年評論集『無産階級の文化』出版。
早稲田大学仏蘭西文学科講師。6月に共産党幹部大検挙。1924年（関東大震災を契機
に）『種蒔く人』廃刊。実際運動に距離をおくようになる。『文芸戦線』（1924年6月
創刊）同人。この頃から社会思想史研究にも力を入れる。1927年1月博文館入社。
『文芸戦線』同人をやめる。1928年2月『太陽』廃刊により退社。1929年「芸術的価
値論争」のきっかけとなる評論「政治的価値と芸術的価値」を発表（『新潮』3月号）。
1931年早大留学生として渡仏。パリ第一回国際文芸家協会大会に文芸家協会日本代
表として出席。出血性膵臓炎により客死。
＊『国史大事典』の関連項目ならびに、鈴木貞美編『雑誌『太陽』と国民文化の形成』思文閣出版、2001年、坪谷善四
郎『博文館五十年史』博文館、1937年、鈴木正節『博文館『太陽』の研究』アジア経済研究所、1979年、鹿野正直
「『太陽』――主として明治期における」、『思想』450号、1961年12月、及び「鳥谷部春汀年譜」（『春汀全集』第一巻、
博文館、1909年、1－3頁、所収）などを中心に作成した。
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